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日本人として途上国にかかわる場合、CBR(Community 

Based Rehabilitation: 地域に根ざしたリハビリ）という

のは、理解しにくい。日本ではすでに医療機関が発達し、

多くの専門家が活動しているので、在宅医療といえども、

HBR(Hospital Based Rehabilitation)の一環である。

つまり自分たちが日本で経験していない領域がCBRで

ある。CBRというのは下記の表に示すように、総合的な

考え方である。

省幹部との話し合いの時に、ベトナム語l:::l,たWHO
のCBR"'?1--リカスを示して説明をした．
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人間の「生活や人生」と言うことを考えるときに、それ

は複合的な行政サービスや地域の人々のかかわリを抜

きには考えられない。その考え方がCBRの大きな骨格

となる。

では、実際に途上国の現場でCBRはどのように実施さ

れているかということになると、国の政策や社会構造、

宗教的・文化的背景などにより違いが出てくる。私たち

は1990年からベトナム南部メコンデルタ地帯にあるべ

ンチェ省で活動しているが、今回はそのベンチェ省での

CBRの経過をたどり、現状と今後の課題を考える。

ベンチェ省では1999年頃よリ本格的にCBRが動き

始めたが、もともとは1989年のベンチェ省独自の障が

い者実態調査から始まる。そこで省内の約3分の1の地

域が調査され、その余りの厳しさに省の幹部が動き出し

た。実際に、どこかの国際機関が入り、いくつかの村で試

行事業を行うのは比較的簡単であるが、それをその地

方行政のシステムや、ひいては国家政策に上げたりして

行くのは、非常に強力な戦略と強い信念が必要である。

パイロットがパイロットで終わってしまう事業も多い中

で、ベンチェ省の場合、幸運にも歴代の強い信念を持っ

た行政指導者に恵まれ、当初から省全域の取り組みとし

て障がい者対策がおこなわれた。当初は現地資金の不

定とも相まって本格的なCBRと言うものではなく、医療

中心の「資金が来たら行う」的な部分もあった。しかし、

2005年にベンチェ省全域でCBRネットワークを張り巡

らせた頃から、本格的省全域レベルのCBRとしてスター

トした。

2012年8月、「ベトナムの子ども達を支援する会 SVCR」

はCBRに協力するツアーを実施した。その活動を通して、

CBRの重要な課題を内包する現状が明らかになってき

た。「障がいのある人たちの権利を守る」という視点で見

れば、CBR未経験の日本人でも一緒に考える基盤が、そ

こにあった。
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